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数学への関心・意
欲・態度

数学的な事象に関心をもつととも
に、数学的活動の楽しさ、数学的見
方や考え方のよさを知り、それらを
事象の考察に進んで活用しようとす
る。

○ ○ ○ ○ ○
数や文字式、方程式に関心
が低く、苦手意識を克服でき
ない状態である。

数や文字式、方程式に関心
はあるが、継続して意欲的に
活動できない。

数や文字式、方程式に関心
をもち、意欲的に活動でき
る。

数や文字式、方程式につい
て高い関心をもち、数学的活
動の楽しさやよさを知ってい
る。

数や文字式、方程式につい
て高い関心をもち、数学的活
動の楽しさやよさを知り、意
欲的に問題の解決に活用し
ている。

数学化
事象に潜む関係や法則を見出し、
単純化や理想化などの定式化を施
し、数学を使いやすい場面に移す。

○ ○ ○

数学的推論

定式化されたものを見通しをもち、
数学的な推論の方法を用いて論理
的に考察し、結果を振り返りその有
効さを検討する。

○ ○ ○ ○

コミュニケーション

数理的な事象を、図、表、数、式、ま
た言葉など多様な表現・表記を活用
して表現する。また、解決の理由や
探究の仕方を数学的な表現を用い
て述べる。

○ ○ ○ ○

数学的な表現・処理
数学的な表現・
処理などの技能
（手続き的知識）

数の計算、目的に応じた式の変形
や方程式の解を求めることができ
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
式を計算したり、方程式を解
いたりしたとき、正答率が
55％未満である。

55％以上の正答率で、計算
したり、方程式を解いたりす
ることができる

65％以上の正答率で、計算
したり、方程式を解いたりす
ることができる

75％以上の正答率で、計算
したり、方程式を解いたりす
ることができる

85％以上の正答率で、能率
的に計算したり、方程式を解
いたりすることができる

数量・図形などにつ
いての知識・理解

数学的な概念
（宣言的知識）

数量や式に関する基礎的な概念や
原理・法則などについて理解し、知
識を身につけている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

数量や式に関する基礎的な
概念や原理・法則などについ
て55％程度未満しか理解さ
れていない。

55％程度以上数量や式に関
する基礎的な概念や原理・法
則などについて理解し、知識
を身につけている。

65％程度以上数量や式に関
する基礎的な概念や原理・法
則などについて理解し、知識
を身につけている。

75％程度以上数量や式に関
する基礎的な概念や原理・法
則などについて理解し、知識
を身につけている。

85％程度以上数量や式に関
する基礎的な概念や原理・法
則などについて理解し、知識
を身につけている。
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内容知

評価基準観点

数学的な見方・考え
方

方法知

数学観

問題解決過程に着目した観点

事象の中の関係や法則を図
や言葉の式、数式などで簡
潔かつ一般的に表現でき、目
的に応じて式変形し、解を求
めたり、数や図形の性質を考
察したりした結果の妥当性を
説明できる。

事象に潜む数量を抽出する
ことができるが、関係を図や
言葉の式で捉えることができ
ない。

事象から必要な情報を抽出
することができ、関係や法則
を図や言葉の式、数式などで
簡潔かつ一般的に表現する
ことができる。

事象の中の関係や法則を図
や言葉の式、数式などで簡
潔かつ一般的に表現でき、目
的に応じて式変形することが
できる。

事象の中の関係や法則を図
や言葉の式、数式などで簡
潔かつ一般的に表現でき、目
的に応じて式変形し、解を求
めたり、数や図形の性質を考
察したりすることができる。
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数学への関心・意
欲・態度

数学的な事象に関心をもつととも
に、数学的活動の楽しさ、数学的見
方や考え方のよさを知り、それらを
事象の考察に進んで活用しようとす
る。

○ ○ ○ ○
図形の性質や計量に関心が
低く、苦手意識を克服できな
い状態である。

図形の性質や計量に関心は
あるが、継続して意欲的に活
動できない。

図形の性質や計量に関心をも
ち、意欲的に活動できる。

図形の性質や計量について
高い関心をもち、数学的活動
の楽しさやよさを知っている。

図形の性質や計量について
高い関心をもち、数学的活動
の楽しさやよさを知り、意欲的
に問題の解決に活用してい
る。

数学化
事象に潜む関係や法則を見出し、
単純化や理想化などの定式化を施
し、数学を使いやすい場面に移す。

○ ○ ○ ○

数学的推論

定式化されたものを見通しをもち、
数学的な推論の方法を用いて論理
的に考察し、結果を振り返りその有
効さを検討する。

○ ○ ○ ○ ○ ○

コミュニケーション

数理的な事象を、図、表、数、式、ま
た言葉など多様な表現・表記を活用
して表現する。また、それらを用いて
推論の道筋を簡潔に述べる。

○ ○ ○ ○ ○ ○

数学的な表現・処理
数学的な表現・
処理などの技能
（手続き的知識）

図形の性質を計量に用いて数学的
に処理することができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

計算したり、数学的な用語、記
号を用いて簡潔に表現したり
したとき、正答率が55％未満
である。

55％以上の正答率で、計算し
たり、数学的な用語、記号を
用いて簡潔に表現したりする
ことができる

65％以上の正答率で、計算し
たり、数学的な用語、記号を
用いて簡潔に表現したりする
ことができる

75％以上の正答率で、計算し
たり、数学的な用語、記号を
用いて簡潔に表現したりする
ことができる

85％以上の正答率で、能率的
に計算したり、数学的な用語、
記号を用いて簡潔に表現した
りすることができる

数量・図形などにつ
いての知識・理解

数学的な概念
（宣言的知識）

図形に関する基礎的な概念や原
理・法則などについて理解し、知識
を身につけている。

○ ○ ○ ○

数量や式に関する基礎的な概
念や原理・法則などについて
55％程度未満しか理解されて
いない。

55％程度以上数量や式に関
する基礎的な概念や原理・法
則などについて理解し、知識
を身につけている。

65％程度以上数量や式に関
する基礎的な概念や原理・法
則などについて理解し、知識
を身につけている。

75％程度以上数量や式に関
する基礎的な概念や原理・法
則などについて理解し、知識
を身につけている。

85％程度以上数量や式に関
する基礎的な概念や原理・法
則などについて理解し、知識
を身につけている。
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資料　中学校数学科の一般的ルーブリック（出典：神原一之氏作成）

内容知

評価基準観点

数学的な見方・考え
方

方法知

数学観

問題解決過程に着目した観点

図形の性質を見出し、見通し
をもち、数学的推論の方法を
用いて、論理的に考察したこ
とを的確に伝えることができ
る。

図形の性質を見出し、見通し
をもち、数学的推論の方法を
用いて、論理的に考察でき
る。

3年1年 2年

図形の性質を見出すことがで
きない。

図形の性質を見出すことがで
きるが、論理的な考察はでき
ない。

図形の性質を見出し、見通し
をもち、論理的に考察できる。
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現学習指導要録の観点
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数学への関心・意
欲・態度

数学的な事象に関心をもつととも
に、数学的活動の楽しさ、数学的見
方や考え方のよさを知り、それらを事
象の考察に進んで活用しようとす
る。

○ ○
数や文字式、方程式に関心が
低く、苦手意識を克服できない
状態である。

数や文字式、方程式に関心は
あるが、継続して意欲的に活動
できない。

数や文字式、方程式に関心を
もち、意欲的に活動できる。

数や文字式、方程式について高
い関心をもち、数学的活動の楽
しさやよさを知っている。

数や文字式、方程式について
高い関心をもち、数学的活動の
楽しさやよさを知り、意欲的に
問題の解決に活用している。

数学化
事象に潜む関係や法則を見出し、単
純化や理想化などの定式化を施し、
数学を使いやすい場面に移す。

数学的推論

定式化されたものを見通しをもち、数
学的な推論の方法を用いて論理的
に考察し、結果を振り返りその有効
さを検討する。

コミュニケーション

数理的な事象を、図、表、数、式、ま
た言葉など多様な表現・表記を活用
して表現する。また、解決の理由や
探究の仕方を数学的な表現を用い
て述べる。

○ ○

数学的な表現・処理
数学的な表現・
処理などの技能
（手続き的知識）

数の計算、目的に応じた式の変形や
方程式の解を求めることができる。 ○ ○ ○

式を計算したり、方程式を解い
たりしたとき、正答率が55％未
満である。

55％以上の正答率で、計算した
り、方程式を解いたりすることが
できる

65％以上の正答率で、計算し
たり、方程式を解いたりするこ
とができる

75％以上の正答率で、計算した
り、方程式を解いたりすることが
できる

85％以上の正答率で、能率的
に計算したり、方程式を解いた
りすることができる

数量・図形などにつ
いての知識・理解

数学的な概念
（宣言的知識）

数量や式に関する基礎的な概念や
原理・法則などについて理解し、知
識を身につけている。

○ ○

数量や式に関する基礎的な概
念や原理・法則などについて
55％程度未満しか理解されて
いない。

55％程度以上数量や式に関す
る基礎的な概念や原理・法則な
どについて理解し、知識を身に
つけている。

65％程度以上数量や式に関す
る基礎的な概念や原理・法則
などについて理解し、知識を身
につけている。

75％程度以上数量や式に関す
る基礎的な概念や原理・法則な
どについて理解し、知識を身に
つけている。

85％程度以上数量や式に関す
る基礎的な概念や原理・法則な
どについて理解し、知識を身に
つけている。

3

問題解決過程に着目した観点

事象の中の関係や法則を図や
言葉の式、数式などで簡潔かつ
一般的に表現でき、目的に応じ
て式変形し、解を求めたり、数
や図形の性質を考察したりした
結果の妥当性を説明できる。

事象に潜む数量を抽出するこ
とができるが、関係を図や言葉
の式で捉えることができない。

事象から必要な情報を抽出す
ることができ、関係や法則を図
や言葉の式、数式などで簡潔
かつ一般的に表現することがで
きる。

事象の中の関係や法則を図や
言葉の式、数式などで簡潔か
つ一般的に表現でき、目的に
応じて式変形することができ
る。

事象の中の関係や法則を図や
言葉の式、数式などで簡潔かつ
一般的に表現でき、目的に応じ
て式変形し、解を求めたり、数や
図形の性質を考察したりするこ
とができる。

内容知

評価基準観点

数学的な見方・考え
方

方法知

数学観
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数学への関心・意
欲・態度

数学的な事象に関心をもつととも
に、数学的活動の楽しさ、数学的見
方や考え方のよさを知り、それらを
事象の考察に進んで活用しようとす
る。

○ ○
数や文字式、方程式に関心が
低く、苦手意識を克服できない
状態である。

数や文字式、方程式に関心は
あるが、継続して意欲的に活
動できない。

数や文字式、方程式に関心を
もち、意欲的に活動できる。

数や文字式、方程式について
高い関心をもち、数学的活動
の楽しさやよさを知っている。

数や文字式、方程式について
高い関心をもち、数学的活動
の楽しさやよさを知り、意欲的
に問題の解決に活用してい
る。

数学化
事象に潜む関係や法則を見出し、単
純化や理想化などの定式化を施し、
数学を使いやすい場面に移す。

数学的推論

定式化されたものを見通しをもち、数
学的な推論の方法を用いて論理的
に考察し、結果を振り返りその有効
さを検討する。

コミュニケーション

数理的な事象を、図、表、数、式、ま
た言葉など多様な表現・表記を活用
して表現する。また、解決の理由や
探究の仕方を数学的な表現を用い
て述べる。

○ ○

数学的な表現・処理
数学的な表現・
処理などの技能
（手続き的知識）

数の計算、目的に応じた式の変形や
方程式の解を求めることができる。 ○ ○ ○

式を計算したり、方程式を解い
たりしたとき、正答率が55％未
満である。

55％以上の正答率で、計算し
たり、方程式を解いたりするこ
とができる

65％以上の正答率で、計算し
たり、方程式を解いたりするこ
とができる

75％以上の正答率で、計算し
たり、方程式を解いたりするこ
とができる

85％以上の正答率で、能率的
に計算したり、方程式を解い
たりすることができる

数量・図形などにつ
いての知識・理解

数学的な概念
（宣言的知識）

数量や式に関する基礎的な概念や
原理・法則などについて理解し、知
識を身につけている。

○ ○

数量や式に関する基礎的な概
念や原理・法則などについて
55％程度未満しか理解されて
いない。

55％程度以上数量や式に関
する基礎的な概念や原理・法
則などについて理解し、知識
を身につけている。

65％程度以上数量や式に関
する基礎的な概念や原理・法
則などについて理解し、知識
を身につけている。

75％程度以上数量や式に関
する基礎的な概念や原理・法
則などについて理解し、知識
を身につけている。

85％程度以上数量や式に関
する基礎的な概念や原理・法
則などについて理解し、知識
を身につけている。

4

問題解決過程に着目した観点

事象の中の関係や法則を図
や言葉の式、数式などで簡潔
かつ一般的に表現でき、目的
に応じて式変形し、解を求め
たり、数や図形の性質を考察
したりした結果の妥当性を説
明できる。

事象に潜む数量を抽出するこ
とができるが、関係を図や言
葉の式で捉えることができな
い。

事象から必要な情報を抽出す
ることができ、関係や法則を図
や言葉の式、数式などで簡潔
かつ一般的に表現することが
できる。

事象の中の関係や法則を図
や言葉の式、数式などで簡潔
かつ一般的に表現でき、目的
に応じて式変形することがで
きる。

事象の中の関係や法則を図
や言葉の式、数式などで簡潔
かつ一般的に表現でき、目的
に応じて式変形し、解を求め
たり、数や図形の性質を考察
したりすることができる。

内容知

評価基準観点

数学的な見方・考え
方

方法知

数学観


